
 

 

ＢＳＬ－４施設整備に関する長崎大学への要請事項 

 

平成 28年 11月 21日 

長崎県・長崎市 

 

 

 

ＢＳＬ－４施設の整備推進にあたっては、事業実施主体として、地域住民の声に

謙虚に耳を傾けながら、地域と共生するという真摯な姿勢で、引き続き、住民理解

促進のための取組みを進めていくことを前提として、次の３点について要請する。 

 

 

１ 世界最高水準の安全性の実現 

  施設の設置・運営にあたっては、安全性の確保に万全を期すこと。 

 

 

２ 地域との信頼関係の構築 

施設の設置・運営にあたっては、地域との共生が図られるよう、住民の疑問や

不安を解消するために十分な説明責任を果すこと。また、透明性を確保しながら

積極的な広報に努めること。 

 

 

３ 国と連携したチェック体制の構築 

国の主導により構築する「長崎大学の取組みを第三者の立場からチェックする

仕組み」との連携のもと、自らの取組みをチェックする体制を構築すること。 


